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指導体制・組織関連図

信州大学医学部附属病院

研修管理委員会(※1)は、臨床研修にかかわる重要事項を審議し、臨床研修の充実と向上を図る。

プログラム責任者(※2)は臨床研修関連実務を統括し、研修プログラムの企画・立案及び実施の管理

並びに、研修医に対する助言、指導、その他の援助を行う。

指導医(※3)、指導者(※4)、上級医(※5)は各研修分野において研修医を指導・評価する。チュータ

ー(※6)は研修医と定期的に面談を行い、いつでも連絡をできる体制をとり、研修科における研修医

の諸問題の解決を図る。

また定期的に開催される本院の「臨床研修運営会議」は医学教育研修センター教員、医学教育研修

センター支援員(※7)、卒後臨床研修センター長、医療技術職、事務責任者、研修医の代表、学生の

代表らによって構成され、臨床実習及び卒後臨床研修の実施に関する事項について審議する。

協力型臨床研修病院・臨床研修協力施設

研修実施責任者(※8)は当該施設における臨床研修の実施を管理し、プログラム責任者と連携し、

指導医・指導者・上級医とともに研修医を指導・評価する。

※1 研修管理委員会

臨床研修の実施を統括管理する。年3回以上開催する。

※2 プログラム責任者

指導医及び研修医に対する指導を行うために必要な経験及び能力を有し、臨床研修指導医の資格を

取得してさらに数年の実務経験を積んだ後、プログラム責任者講習会を受講したもの。常勤。

※3 指導医

7年以上の臨床経験を有し、プライマリ・ケアの指導方法等に関する講習会（指導医講習会）を受

講し、研修医に対する指導を行うために必要な経験及び能力を有しているもの。常勤。

※4 指導者

研修医に対する指導を行うために必要な経験及び能力を有しているもの。

※5 上級医

有資格の「指導医」以外で、研修医よりも臨床経験の長い医師。いわゆる「屋根瓦方式」の指導体

制において、指導医と研修医の間にあって、重要な役割を担う。

※6 チューター

卒後臨床研修センター教員や医学教育研修センター支援員がチューターとして研修医１～２名を担

当。研修医の満足度、要望などをチュートリアルアンケートや面談等で確認し、医学教育研修センタ

ー臨床研修運営会議にて研修科へフィードバックする。

※7 医学教育研修センター支援員

各診療科及び各診療施設の教員で、センター長が指名する。卒前教育及び卒後臨床研修の支援業務

を担当。

※8 研修実施責任者

協力型臨床研修病院又は臨床研修協力施設において、臨床研修の実施を管理するもの。本院の研修

管理委員会の構成員となる。研修の評価及び認定において、研修実施責任者は指導医と同様の役割を

担うのみならず、協力型臨床研修病院又は臨床研修協力施設などの代表者として、これらの施設にお

ける評価及び認定における業務を統括する役割を負う。
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1. プログラムの名称

本研修プログラムを信州大学臨床研修プログラムと称し、本研修プログラムに「信州大学と関連病院群

研修プログラム」及び「信州大学産婦人科・小児科研修プログラム」及び「信州大学外科研修プログラム」

の3つのプログラムを設ける。

2. プログラムの特徴

信州大学医学部附属病院では、研修医各人の自主性を最大限尊重し、将来の専門性を見据え、研修医の

多様なキャリアプランのすべてに対応したオーダーメイドな研修を行う。同時に、基礎的臨床能力・手技・

プロフェッショナリズムが習得できる。すばらしい自然環境と長寿を達成した世界の規範となる地域医療

の実践環境、地域住民との良好な信頼関係を有する長野県で、本院を基幹型臨床研修病院として、協力型

臨床研修病院、協力施設と連携した研修を行う。

3. 責任者

研修管理委員長 川真田 樹人（病院長・卒後臨床研修センター長） 

Ａ．信州大学と関連病院群研修プログラム 

プログラム責任者  増田 雄一（卒後臨床研修センター／講師） 

副プログラム責任者 森 淳一郎（医学教育研修センター／講師） 

   堀内 博志（リハビリテーション科／診療科長） 

杉浦 亜弓（卒後臨床研修センター／助教） 

Ｂ．信州大学産婦人科・小児科研修プログラム 

プログラム責任者 田中 美幸（小児科／講師） 

Ｃ．信州大学外科研修プログラム 

プログラム責任者 清水 公裕（呼吸器外科／診療科長） 

4. 研修期間

令和5年4月1日～令和7年3月31日

本院で52週以上の研修を行うことを原則とする（地域医療研修期間を含む）。

5. 定員

Ａ．信州大学と関連病院群研修プログラム 定員 29名（予定） 

Ｂ．信州大学産婦人科・小児科研修プログラム 定員 4名 

Ｃ．信州大学外科研修プログラム  定員 2名 
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6. 処遇

身分 非常勤職員 

勤務時間 

8：30～17：15(7時間45分勤務) 

当直研修あり(当直手当は教育奨励金(いわゆる臨床研修手当)に含む) 

週5日勤務、年次有給休暇あり(1年次：10日、2年次：11日)、夏季休暇あり 

給与 

日給 9,315円 

支給額(以下の諸手当を含む／年)：1年次 約3,900,000円／ 2年次 約3,900,000円 

諸手当： 教育奨励金(12万円／月、この他救急科研修中は月額9万円を日割りによって支給) 

研修医緊急手術等従事手当 

・緊急手術等の場合1時間以上2時間未満： 2.5千円、2時間以上10時間未満：5千円

・長時間手術の場合10時間以上： 5千円

住宅手当、通勤手当、扶養親族手当、寒冷地手当 

退職手当あり(1事業年度毎支給) 

その他： ICLS講習会受講料補助、緩和ケアセミナー受講料補助 

社会保険 健康保険、厚生年金、雇用保険、労働者災害補償保険（労災保険） 

健康管理 
健康診断：年1回 

その他（具体的に クオンティフェロン検査、インフルエンザ予防接種、B型肝炎予防接種） 

医師賠償 

責任保険 

病院が加入：しない 

個人加入：強制 

外部の 

研修活動 

学会、研究会等への参加：可 

学会、研究会等への参加費用支給の有無：有（ 年間10万円以内 ） 

宿舎 

あり（単身用のみ、間取り：１K） 

募集戸数： 10戸（希望者多数の場合は抽選） 

宿舎費： 25,000円、共益費： 3,000円 

駐車場代： 3,000 円（数に限りがあるため、希望者多数の場合は抽選） 

設備： エアコン、シャワー付浴室、トイレ（温水洗浄便座）、照明器具、コンロ、インター 

ホン、洗髪洗面化粧台、CATV視聴可能、インターネット接続可能 

※信州大学と関連病院群研修プログラムにおいて、27協力型臨床研修病院配属の場合は、身分・勤務時間・

給与等は配属病院の規程によります。 
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7. 募集要項

試験日 

（予定） 
第1回： 令和4年7月24日(日)／第2回： 令和4年8月24日(水) 

定員 

A 信州大学と関連病院群研修プログラム ： 29名（予定） 

B 信州大学産婦人科・小児科研修プログラム ： 4名 

C 信州大学外科研修プログラム ： 2名 

応募資格 

・第117回（令和4年度）医師国家試験を受験する者

（平成16年度～令和3年度の医師国家試験に合格しマッチングに参加しなかった者及びいず

れの病院においても臨床研修を開始しなかった者を含む） 

・マッチング・プログラムに参加登録する者

選考方法 筆記試験および面接 

応募方法 

願書・受験票・エントリーシートに必要事項を記載し、大学卒業証明書または卒業見込み証明

書と返信用封筒（長形３号サイズ封筒に出願者本人の宛名を記入。切手貼付不要）と共に、医

学部学務・臨床研修グループ 臨床研修係へ郵送（簡易書留または書留）もしくは持参してく

ださい。 

願書・受験票には、3ヶ月以内に撮影した正面上半身脱帽の写真（タテ4㎝×ヨコ3㎝）を貼

ってください。 

連絡先 

〒390-8621 長野県松本市旭3-1-1 

信州大学医学部 学務・臨床研修グループ 臨床研修係 

電話： 0263-37-3050  FAX： 0263-37-3080 

Email： ctc＠shinshu-u.ac.jp 

※最新情報は卒後臨床研修センターのWebサイトを必ずご確認ください。

8. 臨床研修と大学院の両立

本研修プログラムでは、出身大学を問わず研修期間中に大学院に進学することが可能です。

進学を希望する研修医には、奨学金を含めて積極的に支援します。ただし、臨床研修と大学院の両立に

は、研修医自身の強い決意と努力が求められるため、プログラム責任者と相談しながら、最適な研修内容

を決めます。 

9. 研修修了後の進路

研修修了後は、本院において専門研修を開始する事を推奨します。

本院は新専門医制度による専門研修の基幹施設として、内科、外科をはじめとする基本18領域と、連携

施設として総合診療科の研修を行っています。詳しくは各診療科にお問い合わせください。 

（https://wwwhp.md.shinshu-u.ac.jp/sotsugorinsho/second/） 
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研修医評価票 Ⅱ

「B. 資質・能力」に関する評価 

研修医名： 

研修分野・診療科： 

観察者 氏名   区分 □医師 □医師以外（職種名    ）

観察期間 年   月   日 ～     年   月   日 

記載日  年   月   日

レベルの説明

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４

臨床研修の開始時点で

期待されるレベル

（モデル・コア・カリキュラム相当） 

臨床研修の中間時点で

期待されるレベル

臨床研修の終了時点で

期待されるレベル

（到達目標相当）

上級医として

期待されるレベル

様式１９ 
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1. 医学・医療における倫理性：

診療、研究、教育に関する倫理的な問題を認識し、適切に行動する。

レベル１

モデル・コア・カリキュラム

レベル２ レベル３

研修終了時で期待されるレベル

レベル４

■医学・医療の歴史的な流れ、

臨床倫理や生と死に係る倫理的

問題、各種倫理に関する規範を

概説できる。 

■患者の基本的権利、自己決定

権の意義、患者の価値観、イン

フォームドコンセントとインフ

ォームドアセントなどの意義と

必要性を説明できる。 

■患者のプライバシーに配慮

し、守秘義務の重要性を理解し

た上で適切な取り扱いができ

る。

人間の尊厳と生命の不可侵

性に関して尊重の念を示

す。 

人間の尊厳を守り、生命の不

可侵性を尊重する。 

モデルとなる行動を他者に

示す。 

患者のプライバシーに最低

限配慮し、守秘義務を果た

す。 

患者のプライバシーに配慮

し、守秘義務を果たす。 

モデルとなる行動を他者に

示す。 

倫理的ジレンマの存在を認

識する。 

倫理的ジレンマを認識し、相

互尊重に基づき対応する。 

倫理的ジレンマを認識し、

相互尊重に基づいて多面的

に判断し、対応する。 

利益相反の存在を認識す

る。 

利益相反を認識し、管理方針

に準拠して対応する。 

モデルとなる行動を他者に

示す。 

診療、研究、教育に必要な

透明性確保と不正行為の防

止を認識する。 

診療、研究、教育の透明性を

確保し、不正行為の防止に努

める。 

モデルとなる行動を他者に

示す。 

□ □ □ □ □ □ □

□ 観察する機会が無かった

コメント：
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2. 医学知識と問題対応能力：

最新の医学及び医療に関する知識を獲得し、自らが直面する診療上の問題について、科

学的根拠に経験を加味して解決を図る。

レベル１

モデル・コア・カリキュラム

レベル２ レベル３

研修終了時に期待されるレベル

レベル４

■必要な課題を発見し、重要

性・必要性に照らし、順位付

けをし、解決にあたり、他の

学習者や教員と協力してより

良い具体的な方法を見出すこ

とができる。適切な自己評価

と改善のための方策を立てる

ことができる。 

■講義、教科書、検索情報な

どを統合し、自らの考えを示

すことができる。

頻度の高い症候について、

基本的な鑑別診断を挙げ、

初期対応を計画する。

頻度の高い症候について、

適切な臨床推論のプロセス

を経て、鑑別診断と初期対

応を行う。 

主な症候について、十分な鑑

別診断と初期対応をする。

基本的な情報を収集し、医

学的知見に基づいて臨床決

断を検討する。

患者情報を収集し、最新の

医学的知見に基づいて、患

者の意向や生活の質に配慮

した臨床決断を行う。 

患者に関する詳細な情報を収

集し、最新の医学的知見と患

者の意向や生活の質への配慮

を統合した臨床決断をする。

保健・医療・福祉の各側面

に配慮した診療計画を立案

する。

保健・医療・福祉の各側面

に配慮した診療計画を立案

し、実行する。 

保健・医療・福祉の各側面に

配慮した診療計画を立案し、

患者背景、多職種連携も勘案

して実行する。

□ □ □ □ □ □ □

□ 観察する機会が無かった

コメント：
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3. 診療技能と患者ケア：

臨床技能を磨き、患者の苦痛や不安、考え・意向に配慮した診療を行う。

レベル１

モデル・コア・カリキュラム

レベル２ レベル３

研修終了時に期待されるレベル

レベル４

■必要最低限の病歴を聴取

し、網羅的に系統立てて、身

体診察を行うことができる。 

■基本的な臨床技能を理解

し、適切な態度で診断治療を

行うことができる。 

■問題志向型医療記録形式で

診療録を作成し、必要に応じ

て医療文書を作成できる。 

■緊急を要する病態、慢性疾

患、に関して説明ができる。

必要最低限の患者の健康

状態に関する情報を心

理・社会的側面を含め

て、安全に収集する。 

患者の健康状態に関する情

報を、心理・社会的側面を

含めて、効果的かつ安全に

収集する。 

複雑な症例において、患者の

健康に関する情報を心理・社

会的側面を含めて、効果的か

つ安全に収集する。 

基本的な疾患の最適な治

療を安全に実施する。 

患者の状態に合わせた、最

適な治療を安全に実施す

る。 

複雑な疾患の最適な治療を患

者の状態に合わせて安全に実

施する。 

最低限必要な情報を含ん

だ診療内容とその根拠に

関する医療記録や文書

を、適切に作成する。 

診療内容とその根拠に関す

る医療記録や文書を、適切

かつ遅滞なく作成する。 

必要かつ十分な診療内容とそ

の根拠に関する医療記録や文

書を、適切かつ遅滞なく作成

でき、記載の模範を示せる。 

□ □ □ □ □ □ □

□ 観察する機会が無かった

コメント：
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4. コミュニケーション能力：

患者の心理・社会的背景を踏まえて、患者や家族と良好な関係性を築く。

レベル１

モデル・コア・カリキュラム

レベル２ レベル３

研修終了時に期待されるレベル

レベル４

■コミュニケーションの方法

と技能、及ぼす影響を概説で

きる。 

■良好な人間関係を築くこと

ができ、患者・家族に共感で

きる。 

■患者・家族の苦痛に配慮

し、分かりやすい言葉で心理

的社会的課題を把握し、整理

できる。 

■患者の要望への対処の仕方

を説明できる。

最低限の言葉遣い、態度、

身だしなみで患者や家族に

接する。 

適切な言葉遣い、礼儀正し

い態度、身だしなみで患者

や家族に接する。 

適切な言葉遣い、礼儀正しい

態度、身だしなみで、状況や

患者家族の思いに合わせた態

度で患者や家族に接する。 

患者や家族にとって必要最

低限の情報を整理し、説明

できる。指導医とともに患

者の主体的な意思決定を支

援する。 

患者や家族にとって必要な

情報を整理し、分かりやす

い言葉で説明して、患者の

主体的な意思決定を支援す

る。 

患者や家族にとって必要かつ

十分な情報を適切に整理し、

分かりやすい言葉で説明し、

医学的判断を加味した上で患

者の主体的な意思決定を支援

する。

患者や家族の主要なニーズ

を把握する。

患者や家族のニーズを身

体・心理・社会的側面から

把握する。 

患者や家族のニーズを身体・

心理・社会的側面から把握

し、統合する。

□ □ □ □ □ □ □

□ 観察する機会が無かった

コメント：
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5. チーム医療の実践：

医療従事者をはじめ、患者や家族に関わる全ての人々の役割を理解し、連携を図る。

レベル１

モデル・コア・カリキュラム

レベル２ レベル３

研修終了時に期待されるレベル

レベル４

■チーム医療の意義を説明で

き、（学生として）チームの

一員として診療に参加でき

る。 

■自分の限界を認識し、他の

医療従事者の援助を求めるこ

とができる。 

■チーム医療における医師の

役割を説明できる。

単純な事例において、医療

を提供する組織やチームの

目的等を理解する。 

医療を提供する組織やチ

ームの目的、チームの各

構成員の役割を理解す

る。 

複雑な事例において、医療を

提供する組織やチームの目的

とチームの目的等を理解した

うえで実践する。 

単純な事例において、チー

ムの各構成員と情報を共有

し、連携を図る。

チームの各構成員と情報

を共有し、連携を図る。 

チームの各構成員と情報を積

極的に共有し、連携して最善

のチーム医療を実践する。

□ □ □ □ □ □ □

□ 観察する機会が無かった

コメント：
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6. 医療の質と安全の管理：

患者にとって良質かつ安全な医療を提供し、医療従事者の安全性にも配慮する。

レベル１

モデル・コア・カリキュラム

レベル２ レベル３

研修終了時に期待されるレベル

レベル４

■医療事故の防止において個

人の注意、組織的なリスク管

理の重要性を説明できる 

■医療現場における報告・連

絡・相談の重要性、医療文書

の改ざんの違法性を説明でき

る 

■医療安全管理体制の在り

方、医療関連感染症の原因と

防止に関して概説できる

医療の質と患者安全の重要

性を理解する。 

医療の質と患者安全の重要

性を理解し、それらの評

価・改善に努める。 

医療の質と患者安全につい

て、日常的に認識・評価

し、改善を提言する。 

日常業務において、適切な

頻度で報告、連絡、相談が

できる。 

日常業務の一環として、報

告・連絡・相談を実践す

る。 

報告・連絡・相談を実践す

るとともに、報告・連絡・

相談に対応する。 

一般的な医療事故等の予防

と事後対応の必要性を理解

する。 

医療事故等の予防と事後の

対応を行う。 

非典型的な医療事故等を個

別に分析し、予防と事後対

応を行う。 

医療従事者の健康管理と自

らの健康管理の必要性を理

解する。 

医療従事者の健康管理（予

防接種や針刺し事故への対

応を含む。）を理解し、自

らの健康管理に努める。 

自らの健康管理、他の医療

従事者の健康管理に努め

る。 

□ □ □ □ □ □ □

□ 観察する機会が無かった

コメント：
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7. 社会における医療の実践：

医療の持つ社会的側面の重要性を踏まえ、各種医療制度・システムを理解し、地域社

会と国際社会に貢献する。

レベル１

モデル・コア・カリキュラム

レベル２ レベル３

研修終了時に期待されるレベル

レベル４

■離島・へき地を含む地域社

会における医療の状況、医師

偏在の現状を概説できる。 

■医療計画及び地域医療構

想、地域包括ケア、地域保健

などを説明できる。 

■災害医療を説明できる

■（学生として）地域医療に

積極的に参加・貢献する

保健医療に関する法規・制

度を理解する。 

保健医療に関する法規・制

度の目的と仕組みを理解す

る。 

保健医療に関する法規・制

度の目的と仕組みを理解

し、実臨床に適用する。 

健康保険、公費負担医療の

制度を理解する。 

医療費の患者負担に配慮し

つつ、健康保険、公費負担

医療を適切に活用する。 

健康保険、公費負担医療の

適用の可否を判断し、適切

に活用する。 

地域の健康問題やニーズを

把握する重要性を理解す

る。 

地域の健康問題やニーズを

把握し、必要な対策を提案

する。 

地域の健康問題やニーズを

把握し、必要な対策を提案・

実行する。 

予防医療・保健・健康増進

の必要性を理解する。 

予防医療・保健・健康増進

に努める。 

予防医療・保健・健康増進に

ついて具体的な改善案など

を提示する。 

地域包括ケアシステムを理

解する。 

地域包括ケアシステムを理

解し、その推進に貢献する。 

地域包括ケアシステムを理

解し、その推進に積極的に

参画する。 

災害や感染症パンデミック

などの非日常的な医療需要

が起こりうることを理解す

る。 

災害や感染症パンデミック

などの非日常的な医療需要

に備える。 

災害や感染症パンデミック

などの非日常的な医療需要

を想定し、組織的な対応を

主導する実際に対応する。 

□ □ □ □ □ □ □

□ 観察する機会が無かった

コメント：

37



8. 科学的探究：

医学及び医療における科学的アプローチを理解し、学術活動を通じて、医学及び医療

の発展に寄与する。

レベル１

モデル・コア・カリキュラム

レベル２ レベル３

研修終了時に期待されるレベル

レベル４

■研究は医学・医療の発展や

患者の利益の増進のために行

われることを説明できる。 

■生命科学の講義、実習、患

者や疾患の分析から得られた

情報や知識を基に疾患の理

解・診断・治療の深化につな

げることができる。

医療上の疑問点を認識す

る。 

医療上の疑問点を研究課題

に変換する。 

医療上の疑問点を研究課題

に変換し、研究計画を立案

する。 

科学的研究方法を理解す

る。 

科学的研究方法を理解し、

活用する。 

科学的研究方法を目的に合

わせて活用実践する。 

臨床研究や治験の意義を理

解する。

臨床研究や治験の意義を理

解し、協力する。 

臨床研究や治験の意義を理

解し、実臨床で協力・実施

する。

□ □ □ □ □ □ □

□ 観察する機会が無かった

コメント：
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9. 生涯にわたって共に学ぶ姿勢：

医療の質の向上のために省察し、他の医師・医療者と共に研鑽しながら、後進の育成

にも携わり、生涯にわたって自律的に学び続ける。

レベル１

モデル・コア・カリキュラム

レベル２ レベル３

研修終了時に期待されるレベル

レベル４

■生涯学習の重要性を説明で

き、継続的学習に必要な情報

を収集できる。

急速に変化・発展する医学

知識・技術の吸収の必要性

を認識する。 

急速に変化・発展する医学

知識・技術の吸収に努め

る。 

急速に変化・発展する医学

知識・技術の吸収のために、

常に自己省察し、自己研鑽

のために努力する。 

同僚、後輩、医師以外の医

療職から学ぶ姿勢を維持す

る。 

同僚、後輩、医師以外の医

療職と互いに教え、学びあ

う。 

同僚、後輩、医師以外の医療

職と共に研鑽しながら、後

進を育成する。 

国内外の政策や医学及び医

療の最新動向（薬剤耐性菌

やゲノム医療等を含む。）

の重要性を認識する。

国内外の政策や医学及び医

療の最新動向（薬剤耐性菌

やゲノム医療等を含む。）

を把握する。 

国内外の政策や医学及び医

療の最新動向（薬剤耐性菌

やゲノム医療等を含む。）

を把握し、実臨床に活用す

る。

□ □ □ □ □ □ □

□ 観察する機会が無かった

コメント：
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組合立諏訪中央病院 

1. 病院概要

■院長 吉澤 徹 

■研修実施責任者 蓑田 正祐

■病床数 総数： 360床 

（一般： 190床／地域包括： 86床／回復期： 36床／緩和ケア： 12床／療養： 36床） 

■診療科目 総合診療科、総合内科、消化器内科、循環器内科、腎臓・糖尿病内科、呼吸器内科、腫瘍内科、緩和

ケア科、リウマチ・膠原病内科、東洋医学科、脳神経内科、血液内科、甲状腺科、リハビリテーショ

ン科、小児科、放射線科、病理診断科、精神科、救急科、外科、整形外科、皮膚科、産婦人科、眼科、

耳鼻咽喉科、泌尿器科、脳神経外科、麻酔科、歯科口腔外科、救急・総合診療センター、在宅・地域

ケアセンター 

■研修の特徴 諏訪中央病院では、「八ヶ岳の裾野のように幅広い臨床力をもつ医師を育てる」を研修理念に、医師

としての基本的姿勢を確立し、プライマリケアのための診療能力を身につけるような研修プログラム

としています。 

特に、臨床研修・専門研修において「基本的臨床能力の育成」と「横断的分野の教育体制の充実」を

中心に教育体制に力を入れています。 

「基本的臨床能力の育成」とは「十分な医療面接、身体診療を行うことができ、それをもとに適切な

プレゼンテーションを行い症例ディスカッションできる力を育む」ことだと考え、様々なカンファレ

ンスを行っているほか、院外講師を招いて教育回診などの勉強会も定期的に開催しています。 

「横断的分野の教育体制の充実」では、主に救急診療と感染症診療教育に力を入れ、幅広い臨床力を

目指す医師を目指しています。 

当院ではNPO法人卒後臨床研修評価機構（JCEP）による第三者評価を受審しています。2021年11月

1日に認定（更新）を受けました。 

■所在地 〒391-8503 長野県茅野市玉川4300番地 

2. 年間計画表

（例）1年目を本院にて研修する場合 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

1年目 内科（24週） 
救急

(4週) 
外科（8週） 小児科（8週） 

必修・ 

選択※1 

(4週) 

（例）2年目を本院にて研修する場合 

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

2年目 麻酔科（8週） 
整形外科 

（8週） 

産婦人科 

（8週） 

地域 

医療 

（5週） 

必修科または選択科 ※1 (23週) 

※1 必修科または選択科の研修が可能です。

※2 たすきがけ研修医については、信州大学の臨床研修の基本方針に従って本院での研修計画を立案します。

※3 ローテートの診療科は研修医により異なります。本院で行う研修診療科は信州大学との調整により決定します。

3. 必修科・選択科

内科 

1年目または2年目に総合診療科、循環器内科、呼吸器内科、消化器内科、腫瘍内科、リウマチ・膠原病内

科より選択。（本院での各科研修期間は8週とする。） 

外科 本院での研修期間は8週とする。研修時期は希望により調整します。 

250



小児科 本院での研修期間は8週とする。研修時期は希望により調整します。 

産婦人科 
研修期間は8週とする。研修時期は希望により調整します。 

研修先病院：本院あるいは諏訪赤十字病院 

整形外科 
本院での研修期間は8週とする。研修時期は希望により調整します。 

※本院では必修科となります。

精神科 
信州大学医学部附属病院にて行う。本院配属時に希望があれば可能な限り調整します。 

研修先病院：松南病院 

救急研修 

本院で行う場合はブロック研修4週、麻酔科研修のうち4週を救急研修とします。また、内科・小児科・地

域医療研修以外の診療科研修中に週半日の午後救急を行い、月4回程度の日当直を救急研修とします。 

※日当直は年間を通じて行います。

地域医療 

研修 

2年目に5週（うち2日保健所）、地域医療研修先である診療所を必修としています。 

地域医療研修先診療所：リバーサイドクリニック（諏訪保健所） 

一般外来 

研修 

内科・小児科・地域医療研修中に週半日の一般外来研修を行う。 

麻酔科 
本院での麻酔科研修の受け入れ（可）。 

麻酔科研修8週のうち、4週は救急研修とします。研修時期は希望により調整します。 

選択科 
総合診療科、呼吸器内科、循環器内科、リウマチ・膠原病内科、脳神経外科、皮膚科、耳鼻咽喉科、緩和ケ

ア科、東洋医学科、病理診断科 

4. 処遇

身分 会計年度任用職員 

勤務時間 
8時30分～17時00分（7時間30分勤務） 

休暇：労働基準法による 

給与 

支給額（諸手当含む）： 1年次 約4,900,000 円／2年次 約5,600,000 円 

諸手当： 賞与、超過勤務手当、日当直手当 

他手当： 通勤手当 

社会保険 健康保険、厚生年金、雇用保険、労災保険 

健康管理 

健康診断： 年2回 

その他（具体的にインフルエンザ予防接種、B型肝炎予防接種、水痘・ムンプス・麻疹・風疹予防接種： 

いずれも予防接種は自己負担） 

医師賠償 

責任保険 

病院が加入している（院外研修中は補償範囲外） 

備考（院外研修時、病院にて別途加入） 

外部の 

研修活動 

学会、研究会等への参加： 可 

学会、研究会等への参加費用支給の有無： 有（年3回まで：1回上限10,000円） 

宿舎 
戸数： 14部屋（借上げ住宅） 

家賃： 13,634円（自己負担） 
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